
南丹地域にお住まいの方

府内全域から相談できるところ

山城地域にお住まいの方

乙訓地域にお住まいの方

中丹地域にお住まいの方

丹後地域にお住まいの方
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京都府教育庁指導部 特別支援教育課 TEL 075-414-5835
http://www.kyoto-be.ne.jp

“困り”や“悩み”への「気づき」は支援の第一歩。
子どもたちがよりよく育ち、学び、暮らすための支援をつなぐ

ネットワークが広がっています。

発達障害を含む障害のある子どもたちのために



　人の話の意味を十分理解し
て対応するのが難しいＦさ
ん。学校を卒業して働いて
いますが、仕事中いろんな人
から声がかかると混乱してし
まいます。また、職場の人と
の関係がうまくいかず、「仕
事を辞めたい」と漏らすこと
も…。

　高校卒業後、就きたい職業
のイメージがあまりないまま、
京都ジョブパークの就労相談
を利用していたＥさん。コミ
ュニケーションに課題が大き
く、はあとふるジョブカフェ
が相談を引き継ぎました…。

　求職活動が実り、就職が内
定したＤさん。でも、作業の
手順が抜けてしまったり、マ
ナー違反や自己中心的ともと
れる誤解を招くような発言を
して周りを心配させてしまい
ます…。

　気分が乗らないとルールに
沿った行動や当番活動などが
できなくなる特別支援学校中
学部のＣさん。「できなかっ
た自分」のこともよくわかっ
ているのだけれど…。

　教室で友達の話し声や笑い
声が気になってイライラし、
「うるさい！」と怒鳴ったり、
笑っていることに対して怒っ
たりしてしまう小学生のＢさ
ん。…

　周りを見て行動するのが苦
手。活動中にふらりと教室を
出て行ってしまう幼稚園児Ａ
ちゃん。…

～幼稚園、特別支援学校地域支援センター、
　　　　　　　　市巡回相談チームの連携による支援例～

～小学校、特別支援学校地域支援センターの連携による支援例～

～特別支援学校での支援例～

～障害者職業センター、企業の連携による支援例～

～はあとふるジョブカフェによる支援例～

～特別支援学校、障害者就業・生活支援センター、会社の連携による支援例～

紹介したのはほんの一例です。一人一人の『困り』に応じた支援を工夫することが何より大切。まずは地域の学校、幼稚園、保育園等または裏面の相談・支援機関に御相談ください。

気づきから理解、そして支援に…困りが“悩み”に…トラブルにつながる心配も気になる行動は“困り”の表れ…

児期には…幼 齢期には…学 労移行期には…就
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